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(57)【要約】
【課題】処置具を用いる際に使用する内視鏡を取り換え
ても、同一機種であれば何らの調整なしに所定の突出長
で処置具を安全に使用することができ、さらに必要に応
じて処置具の突出長を使用者が自分の好みにセットする
ことができる内視鏡を提供すること。
【解決手段】処置具挿通路３０，３５，４０を操作部２
０内において分割、接続して設け、処置具挿入口３１と
処置具突出口３３の位置を各々移動させることなく、そ
の間に位置する処置具挿通路３０，３５，４０の全長を
伸縮双方向に可変に形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓管によって外装された挿入部内に全長
にわたって処置具挿通路が挿通配置され、上記処置具挿
通路へ処置具を挿入するための処置具挿入口が、上記挿
入部の基端に連結された操作部に配置され、上記処置具
挿通路を通った処置具の先端が突出する処置具突出口が
上記挿入部の先端に配置された内視鏡において、
上記処置具挿通路を上記操作部内において分割、接続し
て設け、上記処置具挿入口と上記処置具突出口の位置を
各々移動させることなく、その間に位置する上記処置具
挿通路の全長を伸縮双方向に可変に形成したことを特徴
とする内視鏡。
【請求項２】上記挿入部内において上記処置具挿通路を
形成する処置具挿通管の基端部が、上記処置具挿入口に
直接連通するように形成された処置具挿通孔に対して軸
線方向に進退可能に接続されている請求項１記載の内視
鏡。
【請求項３】上記処置具挿通路の全長を固定化するため
の処置具挿通路全長固定部材が設けられている請求項１
又は２記載の内視鏡。
【請求項４】上記処置具挿通路の全長を上記操作部の外
部から任意に調整するための調整機構が設けられている
請求項１又は２記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、処置具挿通路が
配置された内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は一般に、主に可撓管によって外
装された挿入部内に全長にわたって処置具挿通チャンネ
ルが挿通配置されていて、その処置具挿通チャンネルへ
処置具挿入を行うための処置具挿入口が、挿入部の基端
に連結された操作部に配置され、処置具挿通チャンネル
を通った処置具の先端が突出する処置具突出口が、挿入
部の先端に配置されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、内視鏡の挿入
部を構成する可撓管は、例え内視鏡の機種が同じであっ
ても製造上のばらつき等により全長が不揃いになり、そ
の結果、処置具挿入口と処置具突出口との間の距離にも
ばらつきがでる。
【０００４】そのため、内視鏡用注射具などのように処
置具突出口からの突出長さを厳密に一定にする必要のあ
る処置具を用いる場合でも、手元側では先端側の突出長
を判断することができないので、処置具に長さ調整機構
を設けたり、長さ調整アダプタを処置具挿入口に取り付
ける等して、その欠点を補っていた。
【０００５】しかし、そのようにして処置具側の長さ調
整を行っても、その処置具を使用する内視鏡を取り換え
る度に調整をやり直さなければならないので、取り扱い
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が非常に煩雑で面倒であった。
【０００６】そこで本発明は、処置具を用いる際に使用
する内視鏡を取り換えても、同一機種であれば何らの調
整なしに所定の突出長で処置具を安全に使用することが
でき、さらに必要に応じて処置具の突出長を使用者が自
分の好みにセットすることができる内視鏡を提供するこ
とを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡は、可撓管によって外装された挿入
部内に全長にわたって処置具挿通路が挿通配置され、処
置具挿通路へ処置具を挿入するための処置具挿入口が、
挿入部の基端に連結された操作部に配置され、処置具挿
通路を通った処置具の先端が突出する処置具突出口が挿
入部の先端に配置された内視鏡において、処置具挿通路
を操作部内において分割、接続して設け、処置具挿入口
と処置具突出口の位置を各々移動させることなく、その
間に位置する処置具挿通路の全長を伸縮双方向に可変に
形成したものである。
【０００８】なお、挿入部内において処置具挿通路を形
成する処置具挿通管の基端部が、処置具挿入口に直接連
通するように形成された処置具挿通孔に対して軸線方向
に進退可能に接続されていてもよい。
【０００９】また、処置具挿通路の全長を固定化するた
めの処置具挿通路全長固定部材が設けられていてもよ
く、処置具挿通路の全長を操作部の外部から任意に調整
するための調整機構が設けられていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は本発明の第１の実施例の超音波内視鏡
を示しており、体腔内に挿入される挿入部１０は、可撓
管により外装された部分（可撓管部１１）の先端部分に
遠隔操作によって屈曲する湾曲部１２が連結され、その
湾曲部１２の先端部分に先端部本体１３が連結されて構
成されている。
【００１１】先端部本体１３には、超音波断層像を得る
ための超音波走査部ブロック１３ｂと、光学観察像を得
るための光学観察対物部ブロック１３ａとが、超音波走
査部ブロック１３ｂを先側にして軸線方向に直列に連結
されて配置されている。
【００１２】可撓管部１１の基端は操作部２０に連結さ
れていて、光学観察を行うための接眼部２１が操作部２
０の上端に突設されている。操作部２０には、湾曲部１
２の屈曲操作を行うための湾曲操作ノブ２２などが配置
されている。
【００１３】超音波走査部ブロック１３ｂに入出力され
る信号を伝送するための信号ケーブルは、一端が超音波
走査部ブロック１３ｂに接続されて他端側がコネクター
５０に接続されている。そして、コネクター５０を介し
て外部の超音波信号コントローラーに接続される。５１
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は、照明用光源装置に接続されるライトガイドコネクタ
ーである。
【００１４】挿入部１０内には、例えば四フッ化エチレ
ン樹脂チューブからなる処置具挿通チャンネル３０が全
長にわたって挿通配置されており、処置具挿通チャンネ
ル３０へ処置具挿入を行うための処置具挿入口３１が操
作部２０の下端部分に突出して配置されている。処置具
挿入口３１には、鉗子栓３２が着脱自在に取り付けられ
ている。
【００１５】先端部本体１３の光学観察対物部ブロック
１３ａには、処置具挿通チャンネル３０を通った処置具
の先端が突出する処置具突出口３３が斜め前方に向けて
開口形成されている。
【００１６】図１は、処置具挿入口３１付近の構造を示
しており、鉗子栓３２は取り外されている。処置具挿通
チャンネル３０の基端が接続固定された金属パイプ製の
接続管３５には、途中から吸引管３６が分岐している。
【００１７】突端に処置具挿入口３１が形成された処置
具挿入口金３８は、押さえナット３９によって操作部２
０に固定されており、処置具挿入口３１に真っ直ぐに連
通するように処置具挿入口金３８に形成された処置具挿
通孔４０内に、接続管入口側端部３５ａが軸線方向に進
退自在に差し込まれている。
【００１８】４８は、その接続管入口側端部３５ａと処
置具挿通孔４０との嵌合面をシールするＯリングであ
り、処置具挿入口金３８に取り付けられた尖り先ネジ４
１を締め込むことによって、接続管入口側端部３５ａが
処置具挿通孔４０に対して固定された状態になる。４２
は、目隠し用の小ネジである。
【００１９】処置具挿入口３１と処置具突出口３３との
間の処置具挿通路は、処置具挿通チャンネル３０と接続
管３５と処置具挿通孔４０によって形成されており、処
置具挿通孔４０に対する接続管入口側端部３５ａの差し
込み深さを変えることによって、二点鎖線で示されるよ
うに処置具挿通路の全長を伸縮させることができる。
【００２０】したがって、内視鏡を製造する際に、処置
具挿通路内に可撓性のある線状のメジャーを挿入し、処
置具挿入口３１と処置具突出口３３との間の距離を所定
長にセットして尖り先ネジ４１を締め込むことにより、
処置具挿通路の全長がばらつきなく極めて正確な状態に
組み付けられる。
【００２１】可撓管部１１の基端が押さえナット１５に
よって固定された軸線方向可動筒２５が、ネジ結合部２
６において螺合する軸線周り回転筒２４を介して操作部
ボディー２０ａに連結されている。
【００２２】軸線方向可動筒２５に軸線と平行方向に形
成された長溝２７には操作部ボディー２０ａから内方に
突設された小ネジ２８が係合している。それによって軸
線方向可動筒２５が、操作部ボディー２０ａに対して軸
線方向には移動可能で軸線周りに回転しないようになっ
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ており、尖り先ネジ２９を締め込むことによって、軸線
周り回転筒２４が操作部ボディー２０ａに固定されて回
転できない状態になる。
【００２３】このような構成により、軸線周り回転筒２
４を軸線周りに回転させれば軸線方向可動筒２５が軸線
方向に進退するので、可撓管部１１の全長がばらついて
いて、処置具挿通路の全長を所定長にセットすると処置
具挿通チャンネル３０が大きく撓んだり引っ張られるよ
うな場合に、そのような状態を解消することができる。
ただし、このような調整は必ず必要となるわけではな
い。
【００２４】図３は、本発明の第２の実施例の内視鏡の
処置具挿入口３１付近を示しており、接続管入口側端部
３５ａを処置具挿通孔４０に対して固着し、接続管３５
を処置具挿通チャンネル３０に対して軸線方向に進退自
在に差し込んだものである。
【００２５】処置具挿通チャンネル３０は、接着部４９
において軸線方向可動筒２５に固着されている。４４
は、処置具挿通チャンネル３０と接続管３５との嵌合部
をシールするＯリングである。その他の構成は、長溝２
７の両端が閉じられて軸線方向可動筒２５の軸線方向移
動の限界が設けられている以外は上述の第１の実施例の
構成と同じである。
【００２６】このような構成により、軸線周り回転筒２
４を軸線周りに回転させるだけで、軸線方向可動筒２５
が軸線方向に移動し、処置具挿通チャンネル３０に対す
る接続管３５の差し込み深さが変化して処置具挿通路の
全長が変化する。
【００２７】したがってこの実施例の場合は、第１の実
施例と同様に固定用の尖り先ネジ２９を設ければ、内視
鏡組み立て時に処置具挿通路の全長を容易に所定長にセ
ットすることができ、尖り先ネジ２９を省いて、内視鏡
の使用者が処置具挿通路の全長を自分の好み等に応じて
調整できるようにしてもよい。
【００２８】図４は、本発明の第３の実施例の内視鏡の
処置具挿入口３１付近を示しており、第１の実施例と同
様に処置具挿通孔４０内に嵌挿された接続管入口側端部
３５ａにラック４５を形成し、操作部２０の外部に露出
する手動ダイヤル４７に直結されたピニオン４６をラッ
ク４５と係合させたものである。
【００２９】このような構成をとると、手動ダイヤル４
７によって接続管入口側端部３５ａを軸線方向に移動さ
せて処置具挿通路全長を任意に変化させることができ、
内視鏡の使用者が処置具挿通路の全長を所定長又は自分
の好み等に合わせることができる。
【００３０】
【発明の効果】本発明によれば、処置具挿通路を操作部
内において分割、接続して設け、処置具挿入口と処置具
突出口の位置を各々移動させることなく、その間に位置
する処置具挿通路の全長を伸縮双方向に可変に形成した
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ことにより、同一機種の内視鏡の処置具挿通路の全長を
容易に所定長にセットして、内視鏡使用者が処置具を用
いる際に使用する内視鏡を取り換えても、同一機種であ
れば何らの調整なしに所定の突出長で処置具を安全に使
用することができ、さらに必要に応じて処置具の突出長
を使用者が自分の好みにセットすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の処置具挿入口付近の側
面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の超音波内視鏡の全体構
成を示す側面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の処置具挿入口付近の側
面断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例の処置具挿入口付近の側
面断面図である。
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【符号の説明】
１０  挿入部
１１  可撓管部
２０  操作部
３０  処置具挿通チャンネル
３１  処置具挿入口
３３  処置具突出口
３５  接続管
３５ａ  接続管入口側端部
４０  処置具挿通孔
４１  尖り先ネジ
４５  ラック
４６  ピニオン
４７  手動ダイヤル

【図１】 【図２】
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